予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費　　　
	事業名　新チーム清流ミナモ派遣等（ミナモ・キャラクター育成）事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　総合企画部　清流の国づくり局　清流の国づくり推進課　地域振興係
　電話番号：058-272-1111（内2913）

　　　　　　　E-mail：c11122@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　50,551千円（前年度予算額： － 円）
　　　　　　　債務負担行為　90,000千円

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	
	
	
	
	
	
	
	0

	要求額
	50,551
	
	
	
	
	
	
	
	50,551

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成25年度は緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用し、ＰＲキャラバン隊「チーム清流ミナモ」を県内外各所に派遣し、ＰＲ活動を展開。上半期（4～9月まで）に154回派遣、約37万人が参加した。

・ミナモダンス・体操に加え、「清流の国ぎふ」ＰＰのためのオリジナルショーを演目に加え、ミナモとチームの魅力・パフォーマンス力を向上。
・「清流の国ぎふ」ＰＲとミナモを求める県民ニーズが合致した事業であり、平成26年度以降も継続して実施する必要がある。
（２）事業内容
　　・チーム清流ミナモの編成・派遣

ミナモ及びチームメンバーによる「チーム清流ミナモ」を編成し、行政機関、団体等の要請に応じてチームを県内外に派遣して、ミナモダンス・体操指導や既存オリジナルショー上演等により「清流の国ぎふ」ＰＲを行う。
　　・ミナモの魅力及びパフォーマンス力の向上
専門指導者による着ぐるみ操演者及びメンバーの指導・研修を行う。

（３）県負担・補助率の考え方

　　　　県が推進する「清流の国ぎふ」づくりの盛り上げ及び効果的なＰＲ手法として不可欠な事業であるため、県10/10
（４）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	21
	総合評価入札審査会委員報償費

	旅費
	7
	総合評価入札審査会委員費用弁償

	委託料
	50,523
	販売管理者・スタッフ人件費、車両費、広報費、事務費等

	合計
	50,551
	


	　決定額の考え方　




（全体事業費）

	
	H26
	H27
	H28
	合計

	報償費
	21
	
	
	21

	旅費
	7
	
	
	7

	委託料
	50,523
	44,716
	44,716
	139,955

	合　計
	50,551
	44,716
	44,716
	139,983


４　参考事項

（１）国・他県の状況

熊本県では、マスコットキャラクター「くまモン」による「くまモン隊」活動費用として、196,295千円を平成25年度当初予算に計上。
（２）後年度の財政負担
首都圏マスメディア等での中長期的なミナモ露出戦略の実行とその成果を担保するため、また、ミナモ操演者及びチームメンバーを継続的に雇用することで年度毎での解雇に伴う派遣空白期間（最大2か月）が生じないことはもとより、募集経費や研修費などを節減できること、さらに最も必要なパフォーマンススキルを蓄積、向上が可能となり、ひいては新たなレパートリーの制作・習得も可能となることから債務負担による複数年契約が必要。
債務負担行為　90,000千円

（H27年度:44,716千円　H28年度:44,716千円）
（３）事業主体及びその妥当性
オリジナルショーの企画・制作に長けたイベント会社等への委託が妥当
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成26年度中に県内外への派遣480回


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	派遣回数

	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	回
（H　）
	480回
（H26）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

平成25年度上半期（4～9月）実績
　　派遣回数：154回

　　参加人数：約37万人


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

ミナモダンス・体操に加え、県施策をテーマに新たに制作した寸劇（オリジナルショー）3本を県内外で上演し、「清流の国ぎふ」ＰＲを行った。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県が推進する「清流の国ぎふ」づくりの盛り上げ及び効果的なＰＲ手法として必要不可欠な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成25年度は、実質6～9月の4か月間で154回派遣、約37万人に広報ＰＲ。年度を通じて派遣回数400回となる見込み。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	8名体制のチーム編成で必要最小限の派遣を行うこととし、平成25年度の13名体制に比べ少ない人件費で目標回数の派遣を実現するための効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

オリジナルショー上演やグリーティング等県内外での地道な活動を継続するとともに、首都圏マスメディアへの露出を拡大し、更なる好感度向上、ファン獲得による広告塔としての機能強化を図る。


